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錯体水素化物（complex hydride）では、水素が最近接の金属・非金属元素と共有結合すること

で高密度水素を含む錯イオン（[BH4]
― や [FeH6]4― など）が形成され、この錯イオンがリチウム

やマグネシウムなどの金属イオンと結合します。還元剤として知られていた錯体水素化物を新た

な視点で研究対象とすることで、高密度水素貯蔵 1だけでなく、高速（超）イオン伝導 2,3なども

含めたエネルギー関連機能の研究が活発化しています（Fig. 1）。 

講演では、リチウム超イオン伝導材料としての開発動向 4,5、そして“水素化物ルネサンス”と

される全固体二次電池を中心とする蓄電デバイスへの応用展開 6,7についてご紹介します。さらに、

これらの研究にも密接に関係する、科研費・新学術領域研究「ハイドロジェノミクス：高次水素

機能による革新的材料・デバイス・反応プロセスの創成」8に関してご説明します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Fig. 1 Various energy-related functions of complex hydrides. 
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